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研究動機・背景研究動機・背景研究動機・背景研究動機・背景    

 台湾の公用語は中国語のため、全ての表記に漢字が使用されている。これにより、台湾人は

日本語を学習する際、他の学習者に比べ、漢字を学習しやすく、文章を読む際、漢字があれば

意味が類推できる。しかし、日本語と中国語の漢字が同じように書かれたとしても、意味がす

べて同じというわけではない。特に日中同形語が少なからず存在するため、母語から直訳した

表現が多く見られ、誤用が現れやすくなる。 

稿者の学習経験からみても、日中同形語の誤用は一般的であるが、学習者自身には日中同形

語の誤用を犯した自覚がない。したがって、台湾人日本語学習者において、日中同形語の誤用

が減少しない原因を探るためには、まず、日中同形語に関する認知度の調査が必要だと思われ

る。同じ漢語の含まれた文であっても、文脈によって日中同形語に関する認知度の判断も異な

ると推測するため、本研究では日中それぞれの文脈を基に調査を行う。そして、日中同形語の

誤答と正答との間の関係、および影響を明らかにしたい。さらに、日中同形語に関する学習状

況や、誤答を引き起こす過程なども調査する。 

調査結果調査結果調査結果調査結果    

 本調査の結果を見ると、認知度が高い文脈は「日本語でも中国語でも使われる意味・文脈で

作成した文」が多い。一方、認知度が低い文脈は「日本語の意味・文脈のみにしたがい作成し

た文」と「中国語の意味・文脈のみにしたがい作成した文」が多い。しかし、逆のケースもな

いわけではない。このことから、同一の漢語熟語文であっても、文脈によって認知度が異なる

ことが明らかになった。また、分析により、何が誤答と正答に影響を与えたかを解明した。 

 そして、稿者は本研究を行う前に、誤用が起こりやすい（認知度が低い）日中同形語が存在

する一方で、母語の知識を利用しながらも、誤用が起こりにくい（認知度が高い）日中同形語

もあるのではないかと推測した。しかし、本研究の調査結果から、学習者にとっては同じ漢語

で作った文であっても、文脈によって日中同形語に関する認知度の判断が異なることが明らか

になった。つまり、ひとつの単語で認知度の高低を判定するのは難しいと考えられる。単語の

調査に加え、日中それぞれの文脈の調査も合わせれば、日中同形語の認知度または習得度につ

いて、より信憑性の高いデータが得られよう。 

 次に、日中同形語の学習経験が実際に少ない、あるいは少ないと感じている学習者が多いこ

とが示された。また、学習経験があったとしても、授業の中で少し取り上げられるのみであり、

教えてもらった日中同形語の例も少ないと認識している。さらに、教育現場の教師に尋ねたと

ころ、台湾の大学における日本語学科の授業では、日中同形語を特に取り上げ、教えることは

あまり行われていないということである。よって、学習者、教師双方の認識として、日中同形

語は学校であまり教えていないと受け取られていることが判明した。 

最後に、日中同形語の扱いについては、実際に日中同形語を教えるのはそう簡単ではないよ

うであるが、もし、授業の中で日中同形語も取り上げ、本調査のアンケートのような練習問題

を行うセッションを設けることができれば、学習者は関心を持ち、日中同形語の学習意欲がよ

り高まると思われる。また、日中同形語を教える時、語単位で教えるだけでなく、文脈の中で

教えれば、日中同形語に関する用法の認識を深めるとともに、誤用が減っていくと考えられる。 
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